
お客様とともに最先端の技術を扱いながらも、IT 系の専門学科以外の学生や文系学生の採用にも積極的な株式
会社 KSK（以下、KSK）。「人を育てる」ことを重要なテーマとして掲げ、チーム制でプロジェクトを進めている。
次世代に安心した未来をつなげる「マジメな未来を かたちにする」という KSK のブランドメッセージのもと、
取り組んでいるセキュリティ教育について、ネットワークサービス事業本部の石原氏と近藤氏にお話を伺った。

セキュリティ競技コース事例

株式会社KSK 様

セキュリティの知識を積極的に習得し、チーム制でお客様の期待に応える

KSKの3つの事業
　KSK の事業の柱は、システム構築からオンサイトの運
用保守を行う「IT ソリューション事業」、半導体設計や組
み込みソフトウェア開発を中心とする「システムコア事
業」、ネットワークシステムの設計・構築から運用保守ま
で行う「ネットワークサービス事業」の3つだ。中でも、ネッ
トワークサービス事業本部は、最も多くの社員が所属する
組織だ。今回、話を伺ったセキュリティ競技コース事例は、
この本部の「技術コンテスト」として実施された。

KSKを支えるチーム制
　KSK の業務推進の特筆すべき点は 20 年以上にわたり

「チーム制」を採用していることだ。チーム制を導入する
以前は、社内の雰囲気がよくないと感じる社員も多く離職
率も高かった。そこで、社員同士がフォローし合う「チー
ム制」が導入された。しかし、これが浸透するまでの道の
りは平坦ではなかった。そのため、チーム制ありきで制度
を実装し、読書会や学習会等の様々な施策を通じ、仕組み
を整備していった。

　また、先輩社員が他のメンバーの業務をサポートし、経
験が浅い人間が単独で業務を遂行することはなく、おおよ
そ 3 名から 10 名で構成されたチームが基本体制で、業務
負荷の調整やメンバー間のやり取りの円滑化、人材育成を
効果的に行っている。

　その結果、チームに一体感が生まれた。価値観を共有す
るチームはメンバーの精神的な支えになり、チーム内で
チームメンバーが競い合いながらお互いの成長を促進して
いる。今ではチームメンバーのエンゲージメントを高めた
社員が増え、離職率も下がった。KSKに入社する社員にとっ
て、チーム制が魅力的な要素となっている。例えば、チー
ムメンバーが高度な資格試験に挑戦する際、様々なプログ
ラムが用意されており、その間は他のメンバーが業務負担
を引き受けることで高度な知識を身につけたメンバーが増
え、チーム全体が強くなる。組織全体でメンバーの成長を
支え合っている。

　CTF（Capture The Flag）は、セキュリティに関する
問題を解き、得点を競う技術競技だ。ネットワークサービ
ス事業本部の石原氏が、「楽しみながらセキュリティの知
識を習得してほしい」という要望を、近藤氏に相談したこ
とから企画が始まった（近藤氏が入社した時のチームリー
ダーが石原氏）。

「楽しんで知識の習得をしてほしい」
から始まったCTF

　近藤氏からラックに相談があり、ラックの「セキュリティ
競技入門コース～ CTF（Capture The Flag）～」を実施
することになった。ネットワークサービス事業本部内で参
加者を募ったところ、なんと 500 名を超える参加者が集
まった。初めての CTF 実施で新人のみのチームもあった
ため、参加者レベルを揃えるために予選を実施。その結果
を踏まえて本選を行った。

ネットワークサービス事業本部 副本部長 石原氏

ネットワークサービス事業本部 プラットフォームエンジニアリング事業部 
ゼネラルマネージャー 近藤氏

　予選問題の 100 問は、近藤氏を中心に生成 AI を使って
ベースの問題を作成し、技術に強い社員が解いて難易度を
調整した。しかし、社員のレベルは予想以上に高く、1 点
差で本選に出られないチームも続出した。

　本選には、14 チーム 77 名が参加した。業務状況や負
担がチームごとに異なるため、メンバーが集まって取り組
めるよう回答期間は 2 週間とした。問題は 40 問程度で、
暗号や Web の分野など複数のカテゴリーから出題された。
CTF のトップページには、リアルタイムでチームごとの



［お問い合わせ］
株式会社ラック
サービス紹介ページ https://www.lac.co.jp/education/course/security_competition.html

● ラックおよびLACは株式会社ラックの登録商標です。　● 記載されている会社名、サービス名、製品名は、一般に各社の登録商標または商標です。

© 2024 LAC Co., Ltd.

スコアが表示され、チーム間の競争意識を高めた。後半は、スコアを非表示にするなど、ゲーム性を高める工夫もあってよかっ
た、と石原氏は語る。

　今回は KSK として初めての CTF ということもあり、興味を持ってもらうために入門から中級の問題を中心に構成した。
CTF は出題分野が幅広く、多岐にわたるスキルが要求される。また、限られた情報から問題を読み解き、仮説を立てながら
答えを導き出すようなスキルも必要だ。今回の参加者は全員が CTF 初体験で不慣れなこともあり、全問正解は難しいだろ
うとラック側では考えていた。しかし、優勝チームは期間の半分である 1 週間で全問を解き切り、満点を獲得した！（全問
正解はもう 1 チームあり）

優勝チームの倉澤氏（左）、須藤氏（右）

CTFが変えた行動
セキュリティの知識はシステム開発に欠かせないが、サービス利用者の使い勝手を向上させる技術というより、システム

開発の土台になるような知識だ。しかし、業務の中でセキュリティの知識に触れる機会が少ない社員も多い。そこで石原氏は、
「ゲーム形式で楽しみながらセキュリティ知識を習得してほしい」と提案した。結果として、少しでもセキュリティを学習
する意識が高まればいいと期待していた。

　実際には CTF が終わった後、情報セキュリティマネジメント試験や、さらに高度な情報処理安全確保支援士にチャレン
ジする社員が続出した。石原氏たちは、資格試験の受験報告や合格の報告を次々に受けた。CTF への参加をきっかけに、多
くの社員がセキュリティの重要性に気づいた。企画側は、マインドを高めて行動が変わることを期待していたが、予想以上
の成果が得られた。そして、次回の開催を望む声が相次いだ。本選に出場したチームや、資格試験に挑戦した参加者だけで
なく、セキュリティの知識を積極的に習得する社員が増えたことを感じられた。

活況なCTFに見たKSKの今後

　優勝したチームは、2 名で参加した。難易度表示のある
問題に対し、難しい問題は先輩である倉澤氏が先に着手し、
後輩の須藤氏はそれ以外の問題に取り組む作戦で解答し
た。CTF の解き方はチームごとに異なり、順番に解くチー
ムや、得意な人が得意なカテゴリーから解くチームが見ら
れたが、今回は優勝チームの戦略がはまったようだ。実際
には、須藤氏も難しい問題を回答するなど優勝に大きく貢
献した。2 名とも CTF は今回が初めてだったが、他のチー
ムを圧倒する回答時間で優勝を果たした。

　KSK の CTF の盛り上がりは、社員の好奇心や技術が発露しただけでなく、
チームによる競争意識も一因になったようだ。CTF を楽しんだ社員が、さ
らに貪欲に知識の習得を始めた。このインタビューの前日に 50 周年を迎え
た KSK は、その強力なチームとしてシナジーを発揮しながら、優れたコス
トパフォーマンスと競争力をお客様に提供している。チームの強いエンゲー
ジメントは企業の成長を一層促進しており、今後ますます厳しい挑戦に立
ち向かう KSK のメンバーたちの姿が目に浮かぶ。
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